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4 月に 1 年生が76人入学してきました。それに続いて恒例
となっているフレッシュマンキャンプが， 4 月18日，19日の
1 泊 2 日の日程で，伊勢原セミナーハウスにて開催されまし
た。実行委員会のメンバーの 2 ～ 4 年生の主導のもと，新入
生同士，あるいは教員との交流を深める機会となりました。









田謙介准教授は長期在外研究員として 4 月から 1 年間の予定
でアメリカに留学されました。さらに，久方瑠美助教が着任
され，研究に取り組むと共に，授業も担当されています。以























本年度文学研究科心理学専攻の修士課程には， 1 年次 9
名， 2 年次17名が在学し，博士課程には 3 年次 2 名， 4 年次






































今年の夏のゼミ合宿は， 9 月10日～12日（ 2 泊 3 日），秩
父の「梁山泊」にて行いました。参加者は，学部学生 7 名，



































米国フロリダ州で 5 月に開催された VSS2015（Vision Sci-














Matsuzaki, M. & Ishikane, H. （2015）. Retinal representa-
tion of escape-related visual information. Vision Sciences 
Society 15th Annual Meeting, St. Pete Beach, Florida, USA.
Nagahata, M., Onoda, M., Mito, E., Harasawa, M., & Ishi-
kane, H. （2015）. Relationships between eating disorder ten-
dency and body imaged-related size perception. Vision Sci-

























院生 4 名（修士 1 年： 1 名，修士 2 年： 3 名），学部生14名




さんと杣取さんは，The 48th Annual Meeting of the Soci-






























Nishiyama, Y., Okamoto, Y., Kunisato, Y., Okada, G., 
Yoshimura, S., Kanai, Y., Yamamura, T., Yoshino, A., Jinnin, 
R., Takagaki, K., Onoda, K., & Yamawaki, S. （2015）. fMRI 
Study of Social Anxiety during Social Ostracism with and 
without Emotional Support. PLoS ONE, 10 （5）: e0127426. 
Tsukue, R., Okamoto, Y., Yoshino, A., Kunisato, Y., Tak-
agaki, K., Takebayashi, Y., Tanaka, K., Konuma, K., Tsukue, 
I., & Yamawaki, S. （2015）. Do Individuals With Alcohol De-
pendence Show Higher Unfairness Sensitivity? -The Rela-
tionship Between Impulsivity and Unfairness Sensitivity in 
Alcohol-Dependent Adults-. Alcoholism, clinical and experi-














スト（pp. 73-78）。東京 : 中外医学社。
Sakamoto, J., Somatori, K., Okubo, M., & Kunisato, Y. 
（2015）. Depression and Intertemporal Choice of Pain: Maxi-
mum Likelihood Estimation vs. Hierarchical Bayesian Anal-
ysis. The 48th Annual Meeting of the Society for Mathe-
matical Psychology, July 18, Newport Beach, California, 
USA.
Somatori, K., Sakamoto, J., Shimotomai, A., & Kunisato, Y
（2015）. What is a true measure for meta-cognition?: A 
Bayesian cognitive modeling approach. The 48th Annual 
Meeting of the Society for Mathematical Psychology, July 
18, Newport Beach, California, USA.
Tanaka, T., Kunisato, Y., Okada, K., & Okubo, M. （2015）. 
Why people frequently commit the base-rate fallacy. The 
48th Annual Meeting of the Society for Mathematical Psy-
chology, July 18, Newport Beach, California, USA.























































































27年 3 月に 3 名の卒業生を輩出し，今年度は 4 年次以上 5






















































成27年度の人員構成は，教員 1 名，客員研究員 1 名，大学院






























Okubo, M., Ishikawa, K., Kobayashi, A. Laeng, B., & Tom-
masi, L. （2015）. Cool guys and warm husbands: The effect 
of smiling on male facial attractiveness for short- and long-












172-187，効果量 pp. 200-214，検定力 pp. 215-217，メタ分
析 pp. 228-242，小野寺孝義（編）新訂　心理・教育統計法
特論，NHK 出版。
Okubo, M. （2015）. Race illusion: A pupillometry study. 
llusions - present and future. Open, international seminar 
on perceptual Illusions. University of Oslo, Oslo, Norway. 
（Invited talk）
Okubo, M., Ishikawa, K. Kobayashi, A., & Suzuki, H. 
（2015）. Lateral posing bias for displaying trustworthiness. 
Biennial conference of Asian Association of Social Psycholo-
gy and PAP 52nd Annual convention, Waterfront Hotel, 
Cebu City, Philippines.
Sakamoto, J., Somatori, K., Okubo, M., & Kunisato, Y. 
（2015）. Depression and Intertemporal Choice of Pain: Maxi-
mum Likelihood Estimation vs. Hierarchical Bayesian Anal-
ysis. The 48th Annual Meeting of the Society for Mathe-
matical Psychology, Newport Beach, California, USA.
Tanaka, T., Kunisato, Y., Okada, K., & Okubo, M. （2015）. 
Why people frequently commit the base-rate fallacy. The 
48th Annual Meeting of the Society for Mathematical Psy-
chology, Newport Beach, California, USA.
Okubo, M., Kobayashi, A., & Ishikawa, K. （2014）. Lateral 
posing bias in social exchange. The 55th annual meeting of 
Psychonomic Society, Hyatt Regency Long Beach, Long 
Beach, California, USA.
Ishikawa, K. & Okubo, M. （2014）. The effect of social 
anxiety on metaphorical association between facial expres-
sion and brightness. Object Perception, Attention and Mem-
ory, Hyatt Regency Long Beach, Long Beach, California, 
USA.
Kobayashi, A. & Okubo, M. （2014）. Effect of pressure on 
working memory components. Object Perception, Attention 
and Memory, Hyatt Regency Long Beach, Long Beach, Cali-
fornia, USA.
Suzuki, H. & Okubo, M. （2014）. The effect of perceptual 
load on priming during attentional blink. Object Perception, 
















































Osada, H., Yamamoto, S., Shoji, Y., & Ueno, R. （2015, Au-
gust）. Development of the Infantile Interview Guide for 
Early Detection of Neurodevelopmental Disorders. The 





















27年度は，教員 1 名，研究員 3 名，大学院生 4 名（博士課程










Miyashita, H., Kurihara, A., & Kosuke, S. （2014）. Effects 
of trial numbers of forced swim procedure on conditioned 
fear renewal in rats. 2014 Psychonomic Society Annual 
Meeting. Hyatt Regency Long Beach Hotel in Los Angeles, 
California, USA










































ます。平成27年度の室員構成は，教員 1 名，学部生12名（ 4














た。研究成果の一端は，Social Psychology Bulletin of 













Somatori, K., Sakamoto, J., Shimotomai, A., & Kunisato,Y.
（2015） What is a true measure for meta-cognition?: A 
Bayesian cognitive modeling approach. 48th annual meeting 







研究室年報 Annals of Yamagami Laboratory Vol. 5  を刊行
しました。第 5 巻は， 3 年生のプレ卒業論文 3 編と実習助手
の榎本玲子さんの論文「道具の使用方向と身体近傍空間の変
容の関連についての検討」および山上による巻頭言「「心理
測定」から「基礎実験 2 」へ（ 2 ）」が掲載されました。な




昨年度から引き続き，研究法 1 ， 2 の授業において，授業
日（昨年度から月曜日に変更）の 0 時までに，発表者は発表









（ 2 ）, Annals of Yamagami Laboratory, 5, 1-12.
石黒良和・榎本玲子・山上精次（2015）　幼児の感情的役
割取得対人問題解決から予測される対人行動　専修大学人間
科学部論集心理学篇 , 5, 1 -13.
林大輔・大西まどか・山上精次（2014）　デジタル数字の
クラウディング効果と視覚処理の階層性の関係　日本基礎心




堀 越 歩 ・小 林 正 法 ・真 田 原 行 ・榎 本 玲 子 ・山 上 精 次
（2014）　幼児における虚記憶の発生メカニズムと自己制御機
能の関係　日本基礎心理学会第33回大会 , 1 A19.
鈴木玄・山上精次・大久保街亜（2015）　視線変化による
























ーは，大学院 1 年生 1 名， 2 年生 2 名，学部 4 年生 7 名， 3





























































4 月18日～19日　第 9 回心理学科フレッシュマンキャンプ　
於　専修大学伊勢原セミナーハウス
平成19年に最初のフレッシュマンキャンプを開催して以


























































































































ルにおける JAGS と Stan の推定精度及び推定速度の比較検
証
土谷　美月　スチューデント・アパシーと認知コントロー
ルの関連　―切替情動ストループを用いて―
82
今村　祐太　提示時間が顔の魅力評価に与える効果　―平
均顔仮説の検討―
金子　美帆　価値割引パラダイムを用いた先延ばしの測定　
―回避・衝動性の観点から―
新山　　勲　マンガ家・手塚治虫の病跡学的研究　―天才
を支えた不変のテーマ―
小池　裕貴　大学生における児童期の行動抑制傾向と社交
不安の関連について
清水　彩花　自己顔を用いた顔の既知性が顔情報処理に及
ぼす影響　―事象関連電位を指標とした研究―
土舘　佳子　肯定的・否定的自己複雑性と自己受容，問題
解決能力との関連
塩田花乃子　嫌悪感情認知における視聴覚情報の相互規定
性
小川あおい　注意を向けない対象の情報処理　―自然概念
を用いたフランカー課題による検討―
Ⅴ．優秀卒業論文
HP24-0011E　村山　彩夏（指導教員：下斗米淳）
HP24-0066H　土谷　美月（指導教員：国里愛彦）
HP24-0070E　金子　美帆（指導教員：国里愛彦）
Ⅵ．修士論文題目
ML14-7001C　池田　佳祐　セルフ・コンパッションと
恥，罪悪感との関連（吉田・下斗米）
ML14-7002B　平賀　正樹　日本の大学生におけるためこ
み症のスクリーニングについての検討（長田・大久保）
ML14-7003K　太田　純平　文脈刺激変化が物質依存の再
発に与える影響（澤・石金）
ML14-7004H　杣取　恵太　メタ認知が恐怖条件づけの獲
得・消去プロセスに与える影響－ベイジアン認知モデリング
による潜在過程の推定－（国里・下斗米）
ML14-7006D　佐藤　　駿　順応時間による知覚時間変化
への影響－視覚的時間知覚メカニズムの多層性の検討－（中
沢・石金）
ML14-7007B　大岡　駿介　自己制御資源の消耗がその後
の欺瞞行動に及ぼす影響についての検討（村松・山上）
ML14-7009J　中橋　飛鳥　塗り絵の不安低減効果（高
田・中沢）
ML14-7010B　平井　叶実　対人方略とソーシャルサポー
トによるストレス緩衝効果の関連について（高田・石金）
ML14-7011K　黒坂　　泉　境界性パーソナリティ傾向と
衝動的行動の生起プロセスの検討（藤岡・大久保）
ML14-7013F　時田　椋子　生態学的経時的評価法を用い
た喫煙と渇望の関係：マインドフルネスの調整効果の観点か
ら（国里・澤）
ML14-7014D　成島　絹登　特別支援教育推進体制チェッ
クリストの有用性に関する探索的研究（長田・下斗米）
ML14-7015B　堀越　　歩　侵入記憶に対する視空間課題
の効果－視空間課題と言語課題の比較－（吉田・山上）
ML14-7016A　石井　里穂　星と波テスト（SWT）に関
する研究－描画後質問（Post Drawing Inquiry）が及ぼす影
響に着目して－（高田・中沢）
ML14-7017J　池田　紗苗　大学生の「甘えたくても甘え
られない」心性の検討－甘え欲求と甘え行動による比較－
（村松・中沢）
ML14-7018G　加藤　雅士　眼球運動による幻効果の検討
（大久保・石金）
ML14-7019E　坂本　次郎　抑うつと痛みの将来予測－階
層ベイズモデルによる意思決定の検討－（国里・大久保）
ML13-7003E　石黒　良和　援助要請と生活適応感の関連
性－自他評価感情と援助要請の結果予測に着目して－（藤
岡・山上）
Ⅶ．修士論文研究優秀ポスター発表
最優秀賞
ML14-7019E　坂本　次郎（主指導：国里愛彦，副指導：
大久保街亜）
ML14-7004H　杣取　恵太（主指導：国里愛彦，副指導：
下斗米淳）
優秀賞
ML13-7003E　石黒　良和（主指導：藤岡新治，副指導：
山上精次）
ML14-7015B　堀越　　歩（主指導：吉田弘道，副指導：
山上精次）
ML14-7016A　石井　里穂（主指導：高田夏子，副指導：
中沢仁）
Ⅷ．研究室専任教員異動
平成27年度は，藤岡新治教授が特任教授となりました。次
頁にこれまでの研究室専任構成員の在職歴を示します。
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